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ポスター会場（熊本城ホール 1F 展示ホール）

10：45～11：45　示説2-1　English Poster Session

P2-1-01 Dif�culties in Providing Nursing Care to Children with Neurodevelopmental 
Disorders Admitted to Child and Adolescent Psychiatric Units for 
Aggressive Behavior
〇Yuka Kato1）2）, Tae Kawahara1）, Yoshimi Endo3）, Akemi Yamazaki1）
1） Division of Health Sciences, Area of Nursing Science, Graduate School of Medicine, 

Osaka University, 
2）Department of Preventive Cardiology, National Cerebral and Cardiovascular Center, 
3）Tottori College of Nursing, Japan

P2-1-02 Effectiveness of an End-of-Life Family Support Nursing Educational 
Program in a Neonatal Intensive Care Unit
〇Yumiko Saito1）, Rie Wakimizu2）, Noriko Ozawa3）, Saori Saito4）
1）Faculty of Global Nursing, Iryo Sosei University, 
2） Department of Child Health and Development Nursing, Institute of Medicine, 

University of Tsukuba, 
3）Faculty of Nursing and Medical Care, Keio University, 
4）Faculty of Nursing, Iwate Prefectural University

P2-1-03 A Study of Factors Associated with Bladder and Bowel Disorders and 
Health-Related Quality of Life in Individuals with Spina Bi�da. 
〇Tae Kawahara, Yuta Kogumazaka, Akemi Yamazaki
Department of Pediatric and Family Nursing, Division of Health Sciences, Graduate 
School of Medicine, Osaka University

P2-1-04 Balancing Work and Family Life for Home Healthcare Nurses： 
A Scoping Review
〇Yukiko Kikuchi, Yukiko Kudo
Department of Nursing, Akita University Graduate School of Health Sciences

P2-1-05 Problems and ingenuity of nurses in supporting dialogue between 
terminal cancer patients and their families
〇Shiho Asano, Midori Furuse
1）Department of Nursing, Japanese Red Cross Akita College of Nursing, 
2）Faculty of Medicine, Yamagata University
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P2-1-06 The knowledge and attitudes toward treatment and control of 
hypertension：A questionnaire survey of the older adults who participated 
in healthy walking and older people attending older adult colleges
〇Saigo Baba, Mami Nanri, Yoko Hashimoto
Department of Nursing, Nishikyushu university

P2-1-07 Perception s of Family Caregiver’s Resilience and Related Factors among 
Home-Visiting Nurses
〇Ruxin Lei, Hisae Nakatani, Kazuaki Tanabe, Chie Teramoto, �
Hiroyuki Sawatari, Mikako Yoshihara

Graduate School Of Biomedical And Health Sciences, Hiroshima University

P2-1-08 Implementing a Crisis Plan with Information and Communication 
Technology for Individuals with Parkinson’s Disease and Comorbid 
Depression
〇Tomomi Hashimoto1）, Chieko Akuzawa2）
1）Faculty of Grobal Nursing, Iryo Sousei University,  
2）Graduate school of Medicine, Kyoto University

P2-1-09 Prevalence of physical frailty and its associated factors among elderly 
patients undergoing hepatobiliary pancreatic surgery in China
〇Deng Yi, Naomi Sato
Hamamatsu University School of Medicine

P2-1-10 Pregnant nurses’ experiences of working shifts： 
a qualitative systematic review
〇Narumi Ooshige1）, Eriko Matsunaka2）3）4）, Shingo Ueki3）4）
1） Department of Nursing, Faculty of Nursing and Nutrition, University of Nagasaki, 

Nagasaki, Japan, 
2）Japanese Red Cross, Kyushu International College of Nursing, Fukuoka, Japan, 
3） The Japan Centre for Evidence Based Practice：A JBI Centre of Excellence, Osaka 

University, Osaka, Japan, 
4） Department of Health Sciences, Faculty of Medical Sciences, Kyushu University, 

Fukuoka, Japan

P2-1-11 Factors of loneliness and mortality risk in the elderly -A Literature review-
〇Natsuko Yoshimori1）, Nanako Miyabayashi2）3）, Yasuyo Inamata4）, �
Saki Taira4）, Ayako Ura5）

1）Fukuoka chikushi univercity hospital, 
2） National Center for Global Health and Medicine, 
3）Graduate School of Global health, Nagasaki University,  
4）Fukuoka University Hospital, 
5）Fukuoka University School of Medicine, Department of NursingE
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P2-1-12 An Investigation into the Process of Constructing Work Engagement for 
Novice Nurses
〇Atsumi Iikura, Yumiko Saito
Iryo Sosei University

P2-1-13 The Relationship Between Exercise Routines and Loneliness： 
A Literature Review
〇Shimpei Hayashi, Keiko Matsumoto
Homecare Nursing School of Nursing, Kagawa University

P2-1-14 The current state of family care for elderly people with dementia as 
perceived by foreign nurses  
- A case study of Vietnamese nurses working at Japanese medical 
institutions -
〇Le Nguyen Kim Ngan
Fujita Health University

P2-1-15 Basic survey for preventing oral function decline among local older people
～ Subjective symptoms of oral functional decline and implementation of 
swallowing training～
〇Tae Yamaguchi, Aiko Mieno
Department of Nursing Science, University of Nagasaki

P2-1-16 Examining the Outcomes of Group Work Using the Dialogical 
Argumentation Model
〇Sonoka　Miyashita, Yoko　Jinguji
Department of Nursing, Faculty of Health Sciences, Kyorin University

10：45～11：45　示説2-2　看護管理2

P2-2-01 指導看護師教育プログラム改訂版における受講者の到達度評価と今後の課題
〇城石　陽子1）、小山田　玲子1）、古藤　幸子1）、平松　己央子1）、矢野　理香2）、
宮島　直子2）、船戸　一基1）

1）北海道大学病院、2）北海道大学大学院 保健科学研究院

P2-2-02 急性期病棟における認知症非合併患者と認知症合併患者を同時に看護する 
看護師が苦悩を乗り越えるためのサポートに関する研究
〇千葉　のり子1）、長澤　久美子2）、吉岡　友美3）

1）常葉大学、2）元常葉大学、3）国際医療福祉大学成田病院

P2-2-03 看護管理者の中堅看護師に対する経験学習支援尺度の開発の試み
〇山本　真紀1）、塚本　尚子2）

1）聖マリアンナ医科大学病院、2）上智大学総合人間科学部看護学科
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P2-2-04 中小規模病院で配置転換した看護師の体験とその教育担当者の対応
〇倉田　節子1）、青木　由美恵2）、永田　真弓2）

1）鈴鹿医療科学大学看護学部、2）関東学院大学看護学部

P2-2-05 大学病院の看護師長の役割遂行における意思決定上の困難
〇天野　美希1）、清水　佐知子2）、久米　弥寿子2）

1）大阪大学医学部附属病院看護部、2）武庫川女子大学大学院看護学研究科

P2-2-06 「せん妄ケアに関する看護記録の記載頻度自己評価尺度  
―急性期病院用―（NRDC-Acute）」の開発：信頼性と妥当性の検討
〇服部　克彦、松田　謙一
帝京平成大学

P2-2-07 看護師による転倒リスク判断（第2報）：ツールの利点を活かした 
看護師の転倒リスク判断、看護師が認識するツール使用時の限界
〇中吉　陽子1）、髙瀬　美由紀1）、木佐貫　尚美1）、上村　千鶴2）、山本　久美子1）、
佐藤　陽子3）、山本　雅子1）

1）安田女子大学看護学部看護学科、2）福山平成大学看護学部看護学科、3）広島大学病院

P2-2-08 中規模病院看護師の自己評価による JNAクリニカルラダー評価項目の特性
〇實金　栄1）、上野　瑞子2）

1）岡山県立大学、2）川崎医療福祉大学

P2-2-09 看護を語ることに関する病棟看護師の認識
〇名越　恵美1）、遠藤　壽美枝2）3）、黒石　洋史2）、松本　啓子4）

1）岡山県立大学、2）岡山県立大学大学院、3）津山中央病院、4）香川大学

P2-2-10 副看護師長を対象としたレジリエンス向上β版プログラムの効果の検討 
―プログラム介入後の経時的変化―
〇小林　麻衣1）、中岡　亜希子2）、澁谷　幸3）、笠松　由利4）、加藤　憲司2）

1）千里金蘭大学看護学部、2）神戸女子大学看護学部、3）神戸市看護大学、 
4）大手前大学国際看護学部

P2-2-11 訪問看護で活動する診療看護師のライフストーリー
〇大宮　裕子1）、堀田　涼子1）、内山　孝子2）

1）目白大学看護学部看護学科、2）神戸市看護大学看護学部看護学科

P2-2-12 ラウンドにおける看護師長の実践内容尺度パイロット版作成のための予備調査
〇手島　芳江1）、谷山　牧2）

1）東海大学医学部看護学科、2）国際医療福祉大学小田原保健医療学部

P2-2-13 中堅看護師におけるキャリア・プラトー測定尺度得点と現部署での 
就業継続意思との関連
〇大賀　知津子1）、吾妻　知美2）

1）洛和会ヘルスケアシステム、2）大阪成蹊大学看護学部
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P2-2-14 新卒看護師を指導する実地指導者の困難感を評価する尺度の開発
〇田辺　幸子1）、川村　晴美2）、中澤　沙織2）

1）帝京平成大学健康医療スポーツ学部看護学科、2）昭和大学保健医療学部看護学科

P2-2-15 看護師による転倒リスク判断（第3報）ツールの利点と限界に基づいた 
看護師の転倒リスク判断
〇上村　千鶴1）、髙瀬　美由紀2）、中吉　陽子2）、木佐貫　尚美2）、山本　久美子2）、
佐藤　陽子3）、山本　雅子2）

1）福山平成大学、2）安田女子大学、3）広島大学病院

P2-2-16 乳幼児を持つ女性看護師のアサーティブネス尺度の開発
〇丸山　昭子1）、吾妻　智美2）、冨田　幸江1）、小野坂　益成1）、川下　貴士1）

1）松蔭大学、2）大阪成蹊大学

P2-2-17 日本における看護管理者を対象とした教育プログラムの開発に関する文献検討
〇松井　陽子1）、片岡　三佳2）

1）愛知医科大学、2）三重大学

P2-2-18 非常時における看護職の人的資源管理の実際（第1報）：看護部長の立場から
〇山本　雅子1）、藤田　知幸1）、木佐貫　尚美1）、髙瀬　美由紀1）、佐藤　陽子2）

1）安田女子大学 看護学部看護学科、2）広島大学病院

P2-2-19 看護師が認識する慢性疾患患者のケアにおける患者との協働的関わりに 
関連する要因
〇大西　麻未
順天堂大学医療看護学部

P2-2-20 寒冷地にある冷房設備のない病室に入院する高齢患者の熱中症リスク
〇高儀　郁美、佐々木　由紀子
日本赤十字北海道看護大学

P2-2-21 COVID-19罹患者の苦しい体験の記憶に影響を及ぼす要因
〇木野内　彩音1）、高田　望2）、杉山　祥子2）、原　ゆかり2）、山田　薫子3）、�
磯谷　明音4）、二瓶　洋子5）、伊藤　佳美3）、関下　慎一1）、朝倉　京子2）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科、3）宮城大学看護学群、 
4）国立病院機構弘前総合医療センター、5）東北福祉大学健康科学部

P2-2-22 COVID-19流行禍における看護職の離職意向とソーシャルキャピタルおよび
仕事の負担感との関連
〇岩佐　実桜1）、高田　望2）、杉山　祥子2）、原　ゆかり2）、山田　薫子3）、�
二瓶　洋子4）、朝倉　京子2）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科、3）宮城大学看護学群、 
4）東北福祉大学健康科学部



142

示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

P2-2-23 発達障がいの特性がある新人看護師の病棟配属後の現状　 
―教育・管理担当看護師へのインタビューから―
〇堤　かおり1）、河村　圭子2）、關戸　啓子1）、近藤　ふさえ3）、松本　ゆかり4）

1）宝塚医療大学和歌山保健医療学部看護学科、2）梅花女子大学看護保健学部看護学科、 
3）長岡崇徳大学看護学部看護学科、4）日本赤十字社神戸赤十字病院看護部

P2-2-24 重症心身障害児（者）施設に勤務する役職を持たない看護師の 
ワーク・エンゲイジメントと仕事の資源の関連
〇三枝　享1）、齊藤　啓貴3）、芳賀　了2）

1）順天堂大学保健看護学部、2）山梨県立大学看護学部、3）山梨県立大学大学院博士後期過程

P2-2-25 病棟看護師の多重課題遂行能力と個人属性および職場特性との関連： 
横断調査
〇小口　翔平1）、金子　さゆり2）

1）長野県看護大学、2）宮城大学

P2-2-26 看護職のキャリア・コンピテンシーに影響を及ぼす組織的要因の検討
〇石崎　桜子1）、山田　薫子2）、高田　望3）、杉山　祥子3）、朝倉　京子3）

1）東京大学医学部附属病院、2）宮城大学看護学群、3）東北大学大学院医学系研究科

P2-2-27 診療看護師におけるキャリア開発のプロセス
〇鈴木　亮博1）、朝澤　恭子2）、内山　孝子3）

1）社会福祉法人 恩師財団 済生会横浜市東部病院、2）東京医療保健大学、3）神戸市看護大学

P2-2-28 中堅男性看護師におけるキャリア・プラトーの要因および改善の展望
〇堀内　亮佑1）、朝澤　恭子2）、内山　孝子3）

1）国立病院機構東京医療センター、2）東京医療保健大学、3）神戸市看護大学

P2-2-29 看護師の責任（responsibility）に関する文献検討
〇杉山　祥子1）、朝倉　京子1）、高田　望1）、原　ゆかり1）、山田　薫子2）

1）東北大学大学院医学系研究科、2）宮城大学看護学群

P2-2-30 新人看護師教育における看護師の非主張的コミュニケーションと関連する要因
〇遠藤　花楠1）、高田　望2）、三橋　光1）、伊藤　由江1）、杉山　祥子2）、�
朝倉　京子2）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科

P2-2-31 看護師の教育に対する態度と新人看護師へのアサーティブネスの関連の検討
〇保坂　紗希1）、高田　望2）、三橋　光3）、伊藤　由江3）、杉山　祥子2）、�
朝倉　京子2）

1）国家公務員共済組合連合会虎の門病院分院、2）東北大学大学院医学系研究科、 
3）東北大学病院

P2-2-32 A施設におけるコンフリクトカードゲームの新人研修への導入と効果の検討
〇宇野　真由美1）、西尾　ゆかり2）、藤永　新子2）、原田　雅義2）

1）京都看護大学、2）四條畷学園大学
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P2-2-33 高齢者施設における看護職であるケア管理者のケア管理能力自己評価票の開発
〇沢田　淳子1）、平泉　拓1）、中山　綾子2）、成澤　健1）

1）宮城大学、2）名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻看護学コース博士後期課程

P2-2-34 日本における看護師のグリーフへのサポート：スコーピングレビュー
〇石橋　千夏、橋本　顕子、小代　仁美、古角　美保子
奈良県立医科大学医学部看護学科

P2-2-35 テキストマイニングによる新卒看護師に関する研究動向
〇那須　さとみ、大内　由梨
宝塚医療大学和歌山保健医療学部看護学科

P2-2-36 新人と中堅・ベテラン看護職が経験した困難な場面と対応 
―データベース構築の予備調査第1報―
〇永田　智子、嵐　弘美、原田　若奈、岩瀨　和恵、田中　千代、荒木田　美香子
川崎市立看護大学

P2-2-37 新人看護職が経験した困難な場面と対応結果 
―データベース構築の予備調査第2報―
〇嵐　弘美、永田　智子、原田　若奈、田中　千代、岩瀨　和恵、荒木田　美香子
川崎市立看護大学

P2-2-38 看護師配置が影響する指標に対する一般市民と看護職の回答傾向の差　 
～傾向スコアマッチング解析の結果から～
〇秋山　智弥1）、秋山　直美2）、梶原　志保子1）

1）名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・キャリア形成支援センター、 
2）名古屋市立大学大学院看護学研究科・看護学部

10：45～11：45　示説2-3　看護教育3

P2-3-01 子どもの事故防止に対する教育方法の検討 
～保育所実習で看護学生が遭遇した事故場面の分析を通して～
〇網野　裕子1）、髙林　範子1）、犬飼　智子2）、木村　真司1）、鈴木　千絵子3）

1）岡山県立大学保健福祉学部看護学科、2）川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科、 
3）姫路大学看護学部

P2-3-02 GHQ28（精神健康調査）の結果を活用した新人看護職員のメンタルヘルスの
支援方法の検証
〇小野　幸子1）、光岡　由紀子2）、多川　晴美1）

1）滋賀医科大学医学部附属病院 看護臨床教育センター、 
2）滋賀医科大学医学部附属病院 看護部
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P2-3-03 看護大学1年生が実施する清拭の影響（第1報） 
―皮膚洗浄度・皮膚水分量・皮膚温・主観的評価の変化―
〇遠藤　恭子、河野　かおり、茅島　綾、星　純子、山本　典孝、板倉　朋世、�
飯塚　千凡

獨協医科大学看護学部看護学科

P2-3-04 実地指導者の視点取得自己評価尺度項目の表面妥当性と内容妥当性の検討
〇金山　悠1）2）、細田　泰子3）

1）大阪府立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程、2）大阪急性期・総合医療センター、 
3）大阪公立大学大学院 看護学研究科

P2-3-05 看護専門学校に在籍する社会人学生のモチベーションを維持した要因の検討
〇林　真紀1）、中山　里美2）、阿久津　滝子1）、野村　洋子3）、吉田　宗範3）、�
早川　典子3）、野本　祐三子3）、佐藤　聖一4）

1）現）社会医療法人那須看護専門学校 前）国際医療福祉大学、 
2）医療法人報徳会報徳看護専門学校、3）社会医療法人那須看護専門学校、 
4）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科

P2-3-06 チーム医療科目における学内代替実習による教育方法の検討 
～テキストマインニングによる質的分析～
〇寺田　美和子1）、宮本　佳子1）、市後　昌代1）、徳島　佐由美2）、樋口　優子3）

1）森ノ宮医療大学看護学部看護学科、2）天理大学医療学部看護学科、 
3）元森ノ宮医療大学看護学部看護学科

P2-3-07 新卒看護師の職業レディネスに関する文献レビュー
〇木佐貫　尚美、中吉　陽子、高瀬　美由紀、山本　雅子
安田女子大学看護学部看護学科

P2-3-08 臨床判断モデル「気づき（際立ちの感知）」に焦点をあてた 
基礎看護学実習1の学び
〇津田　右子、三島　真由美
広島都市学園大学健康科学部看護学科

P2-3-09 看護教員が事例作成にChatGPTを使用した際のプロンプトと受けた印象
〇渡辺　健太郎、東辻　朝彦、大塚　知子
千葉県立保健医療大学 健康科学部 看護学科

P2-3-10 新人看護師の職場適応に向けた精神的支援に関する文献検討
〇森　京子、伊藤　美智子
名古屋学芸大学看護学部
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P2-3-11 異なる状況下において実施した客観的臨床技能試験（OSCE）における 
評価者間信頼性の検討
〇藤井　誠1）、玉木　朋子2）、横井　弓枝3）、中村　美保子3）、犬丸　杏里4）、�
大野　ゆう子1）、辻川　真弓5）

1）大阪大学大学院医学系研究科、2）滋賀医科大学医学部看護学科、 
3）天理大学医療学部看護学科、4）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻、 
5）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科

P2-3-12 看護学教員の望ましい状態に関する研究の現状と課題
〇伊藤　美鈴
上武大学看護学部

P2-3-13 基礎看護学実習における実習記録の電子化導入前の実態調査
〇巻野　雄介、竹内　貴子、近藤　絵美、福岡　友理恵、高下　翔、大西　幸恵、�
山中　大輔、山田　聡子

日本赤十字豊田看護大学

P2-3-14 コロナ禍で実習に制限を受けた看護学生の看護観
〇竹村　多加、下元　理恵、佐藤　美樹
高知大学教育研究部医療学系看護学部門 

P2-3-15 看護系大学助教が実践者から教育者への移行期に期待する支援
〇石原　あや1）、山本　裕子2）、山田　律子3）、鈴木　明子4）、石村　佳代子5）、�
村井　文江6）

1）兵庫医科大学、2）畿央大学、3）北海道医療大学、4）城西国際大学、5）国際医療福祉大学、
6）常磐大学

P2-3-16 療養環境の調整場面における4年次学生の臨床判断の特徴 
―タナー臨床判断モデルの解釈の段階に着目して―
〇中村　円、飯澤　良祐、宇野　智子、石貫　智裕、堀口　雅美
札幌医科大学保健医療学部看護学科

P2-3-17 職場でのリフレクションを支援する有用なファシリテーションの特徴
〇丹羽　加奈子1）、奥田　玲子2）、深田　美香3）

1）鳥取大学大学院医学研究科博士前期課程医科学専攻、 
2）県立広島大学保健福祉学部保健福祉学科看護学コース、 
3）鳥取大学医学部保健学科基礎看護学講座

P2-3-18 特定行為区分別科目の実習場所の比較による看護師の 
学修内容達成度の教育評価
〇石塚　孝子1）、鈴木　淳子1）、横島　玲子1）、馬場　玲子1）、福田　大祐2）

1）筑波大学附属病院看護部、2）常磐大学看護学部
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P2-3-19 看護学生対象の多人数参加型 End-of-Lifeケアシミュレーションの 
対象施設を拡大した評価
〇玉木　朋子1）、横井　弓枝2）、中村　美保子2）、藤井　誠3）、犬丸　杏里4）、�
笠原　聡子1）、辻川　真弓5）

1）滋賀医科大学医学部看護学科、2）天理大学医療学部看護学科、 
3）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、4）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻、 
5）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科

P2-3-20 高度実践看護師の実践範囲の拡大に伴う臨床的スキル獲得の 
教育プログラムに関する文献検討
〇鈴木　翼1）、谷口　千絵2）、川名　るり1）

1）神奈川県立保健福祉大学大学院小児CNSコース、 
2）神奈川県立保健福祉大学大学院助産実践コース

P2-3-21 看護基礎教育における臨床判断能力とシミュレーション教育に関する文献検討
〇飯塚　才湖1）、松本　智晴2）

1）福岡女学院看護大学、2）熊本大学大学院生命科学研究部看護学分野

P2-3-22 看護師を対象としたストレス対処能力向上プログラムの評価指標に関する 
文献検討
〇岩間　裕司1）、浅川　翔子2）

1）防衛医科大学校 医学教育部 看護学科、 
2）東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科 成人看護学

P2-3-23 看護師特定行為研修における共通科目実習の看護実践評価票の試作
〇鈴木　淳子1）、石塚　孝子1）、横島　玲子1）、馬場　玲子1）、福田　大祐2）

1）筑波大学附属病院看護部、2）常磐大学看護学部

P2-3-24 病院実習と介護施設実習を経験した1年生基礎看護学実習における学びの特色
〇小林　由美子、柏木　ゆきえ、菖蒲澤　幸子、松田　悠史
岩手医科大学看護学部

P2-3-25 基礎看護実習における「病棟オリエンテーション」実施状況に関する全国調査
〇舘野　和子、北田　素子、樺島　稔、二宮　彩子
城西国際大学 看護学部

P2-3-26 業務改善がもたらすワーク・モチベーションへの影響
〇髙田　寿美子1）、石橋　亜矢2）

1）光風台病院、2）福山平成大学

P2-3-27 地域包括ケアに関わる看護実践能力向上プログラムの開発②： 
連携調整・マネジメント力に関する評価
〇細谷　紀子1）、大内　美穂子1）、佐伯　恭子1）、西村　宣子1）、河部　房子1）、�
田口　智恵美1）、木内　千晶1）、市原　真穂1）、大塚　知子1）、春日　広美1）、�
山本　千代2）

1）千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科、2）帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科
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P2-3-28 看護学生の内発的動機づけを高めるベテラン教員の教授活動の工夫
〇角田　智美
茨城キリスト教大学看護学部看護学科

P2-3-29 アバタ影を重畳合成した看護コミュニケーション教育支援システムの 
患者側視点からの分析
〇髙林　範子
岡山県立大学保健福祉学部看護学科

P2-3-30 在宅看護学における精神障害者を対象とした実習教育の実態調査
〇夫　博美
大和大学 保健医療学部看護学科

P2-3-31 小児看護学実習における効果的な学修ツールとしてのルーブリック活用の検討
〇平塚　克洋1）、小泉　麗1）、井出　由美1）2）、吉岡　貴美絵1）2）、下　恵子1）3）、�
畝　浩介1）4）、八重樫　美散1）5）、白戸　信行1）5）

1）昭和大学 保健医療学部看護学科、2）昭和大学病院、3）昭和大学江東豊洲病院、 
4）昭和大学藤が丘病院、5）昭和大学横浜市北部病院

P2-3-32 看護大学生の領域別実習における気づきの内容と要因
〇伊藤　美智子、森　京子
名古屋学芸大学看護学部

P2-3-33 地域包括ケアに関わる看護実践能力向上プログラムの開発①： 
患者・家族への支援能力に関する効果
〇田口　智恵美1）、木内　千晶1）、市原　真穂1）、大塚　知子1）、春日　広美1）、�
山本　千代2）、細谷　紀子1）、大内　美穂子1）、佐伯　恭子1）、西村　宣子1）、�
河部　房子1）

1）千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科、2）帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科

P2-3-34 多人数参加型 End-of-Lifeケアシミュレーションが参加した看護学生の 
レジリエンスに与える影響
〇横井　弓枝1）、玉木　朋子2）、藤井　誠3）、中村　美保子1）、犬丸　杏里4）、�
辻川　真弓5）

1）天理大学医療学部看護学科、2）滋賀医科大学医学部看護学科、 
3）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、4）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻、 
5）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科

P2-3-35 BLSの知識・技術の維持に向けた自己学習による看護学生の変化
〇和田　美也子、田邊　渉、藤巻　翔、森　明子
湘南鎌倉医療大学

P2-3-36 基礎看護学実習Ⅰにおけるカンファレンスでの学生の司会経験と 
ディスカッション・スキルとの関連
〇神宮寺　陽子1）、宮下　苑薰1）、橋本　正子1）、中島　正世2）

1）杏林大学、2）創価大学
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P2-3-37 看護師の手指衛生のリスク感性と研修方法の課題
〇小出　弥子、諏訪　美栄子、東山　新太郎、春田　佳代、相撲　佐希子
修文大学

P2-3-38 コロナ禍における新設看護大学の居場所の継続的検討（2） 
―3学年の特徴―
〇高下　梓、垣内　いづみ、鮎川　昌代、関永　信子
松本看護大学

P2-3-39 看護基礎教育における看護師が行う漢方医学教育の実装
〇山田　雅子1）、西村　恵理奈1）、江口　優子2）、吉田　千文
1）聖路加国際大学大学院看護学研究科、2）帝京大学医療技術学部看護学科

P2-3-40 臨床看護における優先順位付けの様相
〇野々口　陽子1）2）、當目　雅代2）

1）和歌山県立医科大学保健看護学部、2）同志社女子大学大学院看護学研究科

P2-3-41 看護学生に対する Virtual Realityを活用した認知症看護教育の有用性の検討
〇西山　里枝、渡邊　朱美、西田　佳世
聖カタリナ大学

10：45～11：45　示説2-4　感染管理

P2-4-01 介護老人福祉施設におけるアクションリサーチを用いた 
ノロウイルス感染症対策の効果の検討
〇渋江　暁春1）2）、松本　智晴2）、前田　ひとみ2）

1）聖マリア学院大学、2）熊本大学大学院保健学教育部

P2-4-02 看護師の勤務中のマスク交換がマスク装着部の皮膚表面の細菌数及び 
多剤耐性菌数に与える影響
〇中島　真由1）、光田　益士2）、須釜　淳子2）

1）藤田医科大学病院看護部、2）藤田医科大学社会実装看護創成研究センター

P2-4-03 特定行為研修を組み込んだ感染管理認定看護師教育課程（B課程）の 
教育効果に関する実態調査
〇横野　知江、齋藤　あや、田中　美央、成田　太一、内山　美枝子
新潟大学大学院保健学研究科

P2-4-04 感染予防実践者に求められるリーダーシップ領域のコンピテンシーと 
変革型リーダーシップの関連
〇府川　真理子1）2）、操　華子3）

1）静岡県立大学大学院看護学研究科博士後期課程、2）医療法人勝又高台病院、 
3）静岡県立大学大学院看護学研究科
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P2-4-05 医療施設内の結核健診受検職員の継続支援システムの構築 
～開発中のデータ管理用ソフトウエアの臨床試用～
〇青山　恵美1）、矢野　久子2）、中原　純3）

1）愛知医科大学 看護学部、2）名古屋市立大学 看護学研究科、3）中京大学 現代社会学部

P2-4-06 モーションキャプチャシステムを用いたN95マスクの取り外し動作の解析
〇佐藤　昭太
防衛医科大学校

P2-4-07 A県内の病院に勤務する看護職の新型コロナウイルス感染症第5波までの 
職務の実態
〇武田　千穂、勝野　絵梨奈
宮崎県立看護大学

10：45～11：45　示説2-5　小児看護2

P2-5-01 復学後の小児がん患者の学校生活や集団生活で友人関係に困難を感じる 
場面の文献検討
〇今田　志保1）、種吉　啓子2）、三上　千佳子3）、塩飽　仁4）、佐々木　るみ子5）、
高橋　聡美5）、今　陽子5）、五十嵐　誌保5）

1）山形大学 医学部 看護学科、2）東京都立大学 人間健康科学研究科 看護科学域、 
3）宮城大学 看護学群、4）東北大学大学院 医学系研究科 保健学専攻、 
5）山形大学 医学部 附属病院

P2-5-02 在宅医療的ケア児を育てる親の在宅移行後1年以内と現在における体験
〇森　浩美
旭川医科大学医学部看護学科

P2-5-03 文献検討から考えられる特別支援学校における人工呼吸器管理に関する課題
〇長谷川　由香1）、鬼頭　泰子1）、中谷　香1）、清水　史恵2）、古川　泰士3）

1）佛教大学、2）滋慶医療科学大学大学院、3）東海学院大学

P2-5-04 父親を対象とした乳児の入浴実施における困難感に関する現状
〇飯田　直美
関西福祉大学

P2-5-05 学生のリフレクションシートによる小児看護学演習のシミュレーション教育と
デブリーフィング効果の検証
〇古屋　肇子1）、小島　賢子2）

1）第一薬科大学、2）大阪青山大学

P2-5-06 フリースクール職員が認識する不登校生徒が社会に歩みだすプロセス
〇宮良　淳子1）、市江　和子2）

1）中京学院大学看護学部、2）聖隷クリストファー大学看護学部
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P2-5-07 幼児期の子どもにおける遅寝に関連する要因
〇甲斐村　美智子
熊本保健科学大学

P2-5-08 学校における医療的ケア児を支援する学校看護師の多職種連携の現状と 
課題に関する文献検討
〇宮山　涼子、吉岡　詠美
国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科

P2-5-09 医療的ケア児の利用する障害児通所支援事業所看護師の抱く困難感 
―自由記述の分析―
〇藤堂　美由紀、山本　八千代
安田女子大学看護学部看護学科

P2-5-10 慢性疾患をもつ子どもの療養に伴う父親の経験に関する研究
〇小池　典美1）、横山　京子2）、橋本　晴美2）、金子　友香3）

1）桐生大学医療保健学部看護学科、2）群馬県立県民健康科学大学看護学部看護学科、 
3）群馬県立小児医療センター

P2-5-11 小児看護学臨地実習におけるルーブリック評価表導入による成果と課題 
―実習指導教員によるフォーカス・グループ・インタビューによる検討―
〇伊織　光恵、田中　さおり、日沼　千尋
天使大学

P2-5-12 日本重症心身障害福祉協会認定重症心身障害看護師が抱く 
看護実践における困難感
〇西川　圭子1）、古株　ひろみ2）、川端　智子2）、玉川　あゆみ2）

1）びわこ学園医療福祉センター野洲、2）滋賀県立大学人間看護学部

P2-5-13 分離不安に伴う啼泣により症状増悪の可能性がある患児の看護 
―付き添い入院中の患児に焦点を当てて―
〇穂苅　芽衣1）、定廣　和香子2）、高橋　葉子3）

1）北海道立子ども総合医療・療育センター看護部、2）日本赤十字北海道看護大学看護学部、
3）札幌市立大学看護学部

P2-5-14 医療保育士の認識する専門性と役割に関する研究
〇小島　賢子1）、藤井　清美2）

1）大阪青山大学、2）姫路獨協大学

P2-5-15 放課後等デイサービスの看護師が行う思春期の重症心身障がい児を 
対象とした活動の工夫
〇竹村　淳子1）、泊　祐子2）、古株　ひろみ3）

1）大阪医科薬科大学、2）四天王寺大学、3）滋賀県立大学
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示
説（
12
月
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P2-5-16 中学校に勤務する養護教諭が急変としてとらえた生徒の状況と急変対応の様相
〇大江　理英、古川　恵美、小西　美和子、丸　光恵
兵庫県立大学 看護学部

P2-5-17 ROHHAD症候群児の乳幼児期から学齢期の症状と看護の課題
〇宍戸　路佳1）、久保　恭子1）、坂口　由紀子2）

1）東京医療保健大学立川看護学部、2）大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科

10：45～11：45　示説2-6　母性看護・助産2

P2-6-01 就学前の子を持つ親の孤独感と関連要因についての文献検討
〇田覚　麻由美、齋藤　あや
新潟大学

P2-6-02 助産師が行う産後0～4か月の家庭訪問支援のあり様
〇柳本　佳世子1）、西井　崇之2）3）、畑下　博世2）3）

1）元公立大学法人和歌山県立医科大学保健看護学部、 
2）東京医療保健大学和歌山看護学部看護学科、3）東京医療保健大学和歌山看護学研究科

P2-6-03 1歳半児を養育する両親のボンディングを予測する因子： 
夫婦関係の側面からの検討
〇瀧本　千紗、中越　利佳
愛媛県立医療技術大学

P2-6-04 緊急帝王切開で出産した女性の出産体験に関する文献検討
〇古田　千恵、竹内　陽子
岐阜聖徳学園大学

P2-6-05 幼児への性教育の現状調査　―保育士のインタビュー調査から―
〇光武　玲子
東京医療学院大学

P2-6-06 集合分譲住宅内での “子育てひろば ”を通した母親のコミュニティ醸成
〇巌　千晶1）、片岡　優華2）、菱沼　由梨1）、二村　文子2）、宝田　慶子2）、�
安達　久美子1）

1）東京都立大学 助産学専攻科、2）創価大学 看護学部

P2-6-07 国内文献検討からみる不妊症女性に対する助産師の支援の現状
〇惠良　真理子1）、鈴木　由美2）

1）帝京平成大学 助産別科、2）国際医療福祉大学大学院 

P2-6-08 4年制統合カリキュラムの助産師学生の家庭訪問実習からの学び 
～助産学実習の実習記録の分析～
〇岡野　美波、工藤　恭子
帝京平成大学健康医療スポーツ学部看護学科
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P2-6-09 正期産児に対する臍帯遅延結紮は、母子の転帰を向上させるか？： 
系統的レビューおよびメタアナリシス
〇豊本　莉恵1）2）、上田　佳世1）3）、臼井　由利子1）4）、江藤　宏美1）5）、竹下　舞1）2）、
西野　友子1）6）、福澤　利江子1）6）、堀内　成子1）7）、増澤　祐子1）6）、�
安達　久美子1）8）

1）日本助産学会ガイドライン委員会、2）京都大学大学院、3）奈良県立医科大学、 
4）東京大学大学院、5）長崎大学、6）成育医療研究センター、7）聖路加国際大学大学院、 
8）東京都立大学

P2-6-10 男性不妊当事者の男性不妊外来受診時の心理的体験の特徴
〇井口　亜由1）、跡上　富美2）、桃井　雅子1）

1）聖マリア学院大学、2）熊本大学

P2-6-11 児童養護施設に入所中の子どもへ性教育プログラムが与える感情表現の変化
〇若井　和子1）、谷野　宏美2）、佐藤　久恵2）、荻野　真知子3）

1）兵庫大学看護学部看護学科、2）川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科、 
3）川崎医療福祉大学医療福祉学部こども医療福祉学科

P2-6-12 「とるだけ育休」にしないための支援に向けた男性の育児休業取得に関する 
文献検討
〇井田　歩美1）、北野　美月1）、三浦　恭子1）、温井　祥子2）、片岡　久美恵3）

1）摂南大学、2）京都先端科学大学、3）川崎医療福祉大学

P2-6-13 在日外国人妊産婦が抱く不安・困難感に関する文献検討
〇北野　美月、三浦　恭子、井田　歩美
摂南大学看護学部

P2-6-14 新生児用無呼吸センサー使用についての文献検討
〇安達　久美子
東京都立大学

P2-6-15 主体的に出産に関与したととらえることができる出産体験
〇竹内　佳寿子
園田学園女子大学

10：45～11：45　示説2-7　精神看護2

P2-7-01 職場復帰した男性うつ病者が再休職に至った認知と行動
〇新田　真由美1）2）、根本　友見3）、岡田　佳詠3）

1）国立看護大学校、2）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健医療学専攻看護学分野、
3）国際医療福祉大学 成田看護学部 看護学科

P2-7-02 地域で生活する精神障がい者に対する就労継続支援 B型施設職員による 
効果的な支援内容
〇川内　健三、伊関　敏男、斎藤　麻子
東京家政大学



153

 示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
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P2-7-03 地域活動支援センターを利用する精神障がい者が病気からリカバリーする 
回復のプロセス
〇安藤　満代1）、宮崎　初2）

1）西九州大学子ども学部心理カウンセリング学科、2）第一薬科大学看護学部

P2-7-04 使用媒体変更による精神看護学看護過程演習の学習内容比較 
―事例冊子使用年と電子カルテ教材使用年―
〇小久保　知由起、松井　陽子、心光　世津子
愛知医科大学看護学部

P2-7-05 精神科訪問看護における利用者を対象とした暴力リスクアセスメントツールの
暴力予測妥当性の検討
〇藤本　浩一、向畑　毅、石田　絵美子、堀口　和子
兵庫医科大学

P2-7-06 就労継続支援 B型に通所する統合失調症を有する人の希望を見出す過程
〇西宮　ひとみ1）、小林　裕美2）、長谷川　博亮3）

1）旭川市立大学保健福祉学部保健看護学科、2）株式会社在宅看護実践研究所、 
3）旭川医科大学医学部看護学科

P2-7-07 VH・ロールプレイ・模擬患者による演習を用いた 
精神看護学学内実習における看護学生の共感の変化と学び
〇岩崎　優子
純真学園大学

P2-7-08 看護学生1年生を対象とした精神看護領域における 
当事者参加型授業の学修成果
〇中嶋　貴子1）、山下　亜矢子2）

1）吉備国際大学看護学部看護学科、2）鹿児島大学学術研究院医歯学域医学系

P2-7-09 精神疾患が疑われる高校生への連携支援 
―関係性をつなぐ熟練養護教諭の実践事例を通して―
〇有賀　美恵子
淑徳大学

P2-7-10 精神看護学実習におけるプロセスレコードを通した自己理解と他者理解の学び
〇長谷川　陽子1）、浅野　均2）、上原　真紀2）

1）常磐大学 看護学部看護学科、2）つくば国際大学 医療保健学部看護学科

P2-7-11 統合失調症やその体験による恋愛に対する成人男性の認識
〇橋本　顕子1）、風間　眞理2）

1）奈良県立医科大学医学部看護学科、2）目白大学看護学部看護学科
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示
説（
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月
8
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P2-7-12 精神科外来および通院医療機関におけるデジタルテクノロジーを用いた 
ケアの実態：スコーピングレビュー
〇清水　崇志1）、田上　美千佳2）、片山　健浩3）、鈴木　美央2）

1）千葉大学大学院看護学研究科、2）千葉大学大学院看護学研究院、 
3）東京医療保健大学千葉看護学部

P2-7-13 不登校の経験をもつ人が精神科訪問看護を利用する体験
〇犬童　美優
訪問看護ステーション ACT-J

P2-7-14 隔離に伴って生じた患者の心理的体験のありよう
〇日野　雅洋、石橋　照子、大森　眞澄
島根県立大学看護栄養学部看護学科

P2-7-15 茨城県の中規模病院でコロナ禍を経験した中堅看護師の職場定着意志に 
関連する要因
〇鈴木　達哉1）、栗原　加代2）、宇留野　由紀子2）、長津　貴子2）、豊田　真弓2）

1）株式会社日立製作所日立総合病院、2）茨城キリスト教大学

P2-7-16 身体疾患をもち自殺念慮を有する患者に関わる多職種と 
一般訪問看護師との連携　―多職種のインタビュー調査から―
〇千々岩　友子1）、上岡　奈美1）、石村　佳代子2）

1）福岡国際医療福祉大学 看護学部看護学科、 
2）国際医療福祉大学 小田原保健医療学部看護学科

P2-7-17 トラウマインフォームドケアに関連する国内研究の検討
〇和田　貴子1）、田中　浩二2）、竹内　陽子1）

1）岐阜聖徳学園大学、2）金沢大学

P2-7-18 認知症高齢者の認知症症状および ADLにおける 
ベンゾジアゼピン系薬剤内服の有無による比較
〇脇崎　裕子1）2）、古野　貴臣3）、藤本　裕二3）、藤野　成美3）

1）純真学園大学 保健医療学部 看護学科、 
2）佐賀大学大学院 医学系研究科 博士課程医科学専攻、3）佐賀大学大学院 医学系研究科

P2-7-19 患者からの暴力に対する精神科看護師の役割に関する文献検討
〇桝野　敦俊1）、青石　恵子2）

1）熊本大学大学院保健学教育部、2）熊本大学大学院生命科学研究部

P2-7-20 就労継続支援 B型事業所に通所する精神障がい者にとっての農作業の意味
〇松谷　ひろみ、石橋　照子、大森　眞澄
島根県立大学看護栄養学部看護学科

P2-7-21 地域で生活する統合失調症患者における家族に対する思いの分析
〇中村　博文1）、渡辺　尚子2）

1）茨城県立医療大学 保健医療学部 看護学科、2）東邦大学 健康科学部 看護学科
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P2-7-22 COVID-19に罹患した利用者をケアした経験を持つ訪問看護師の 
Moral Injuryに繋がる状況
〇松枝　美智子1）、光永　憲香2）、脇崎　裕子3）、植田　愛4）、倉持　裕子5）、�
増滿　誠6）、高野　歩7）、中本　亮8）、池田　智9）、児玉　裕子1）、安保　寛明10）

1）星槎大学大学院、2）東北福祉大学、3）純真学園大学、4）福岡県立大学、 
5）（国）佐賀大学医学部附属病院、6）日本赤十字北海道看護大学、 
7）国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所、 
8）令和健康科学大学、9）第一薬科大学、10）山形県立保健医療大学

10：45～11：45　示説2-8　家族看護

P2-8-01 認知症介護における先取り介護の特徴
〇坂梨　左織1）、藤田　君支2）、西尾　美登里3）

1）福岡大学医学部看護学科、2）九州大学大学院医学研究院保健学部門、 
3）西九州大学看護学部看護学科

P2-8-02 「幼児期の子どもを育てる母親のプロダクティビティ」の関連要因の検討
〇石村　珠美1）、片平　伸子2）、臺　有桂3）

1）国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科、 
2）国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科、 
3）神奈川県立保健福祉学大学保健福祉学部看護学科

P2-8-03 家族看護に関する知識と看護師が受けた教育経験との関連
〇九津見　雅美1）、中山　美由紀1）、井上　敦子1）、阿川　勇太2）

1）大阪公立大学大学院看護学研究科、2）大阪総合保育大学児童保育学部乳児保育学科

P2-8-04 家庭内葛藤を抱えた家族を支える訪問看護師の家族看護実践のプロセス
〇平岡　華奈江、野島　敬祐
京都橘大学

P2-8-05 家事関連困難感尺度（Perceived Home Management Hassles Scale）の 
計量心理学的妥当性
〇佐藤　伊織1）、目　麻里子2）、村本　美由希3）、池田　真理4）

1）東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻家族看護学分野家族QOL評価学領域、
2）筑波大学医学医療系、 
3）東京大学大学院医学系研究科グローバルナーシングリサーチセンター、 
4）東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻家族看護学分野

P2-8-06 重い障害を持つ子どもと死別した高齢介護者のレジリエンスの様相
〇浅井　直子
宝塚大学 看護学部

P2-8-07 自身をカサンドラ症候群であると認識した女性の経験に関する現象学的研究
〇伊賀　聡子
城西国際大学看護学部
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P2-8-08 乳幼児を子育て中の母親の育児ストレス変化 
～3か月、10か月、1歳6か月、3歳6か月時点の縦断調査～
〇宮﨑　つた子1）、本田　育美2）、大平　肇子1）、玉腰　浩司2）

1）三重県立看護大学、2）名古屋大学

P2-8-09 乳幼児を育てる母親の育児ストレスとコーピング特性の関係 
～3か月から3歳6か月までの追跡調査～
〇本田　育美1）、宮﨑　つた子2）、大平　肇子2）、玉腰　浩司1）

1）名古屋大学、2）三重県立看護大学

P2-8-10 遺された家族と行うエンゼルケア　―看護師の体験から―
〇森岡　広美1）、川口　めぐみ2）、中本　明世3）、片山　美穂4）、川村　みどり5）

1）関西医療大学保健看護学部保健看護学科、2）福井大学医学部看護学科、 
3）甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科、 
4）公立小松大学保健医療学部看護学科、5）福井県立大学看護福祉学部看護学科

P2-8-11 脳卒中急性期から維持期において主介護者の統御力（Mastery）を促進する支援
〇犬飼　智子
川崎医療福祉大学

P2-8-12 NICUにおける Postコロナの家族面会の在り方について 
～コロナ禍の調査結果より～
〇浅井　宏美
埼玉県立大学

P2-8-13 血友病周辺女性の体験　―「姉」の事例から―
〇田渕　紗也香1）、清水　なつ美1）、眞浦　有希2）、伊藤　美樹子1）

1）滋賀医科大学医学部看護学科公衆衛生看護学講座、 
2）関西医療大学保健看護学部保健看護学科

10：45～11：45　示説2-9　新型コロナウイルス感染症

P2-9-01 COVID-19に対応した病院看護師のストレス状況と、 
感染教育や感染管理体制との関連に関する調査研究
〇柏野　純一1）、岩渕　和久2）

1）順天堂大学医学部附属順天堂医院、2）順天堂大学大学院医療看護学研究科感染制御看護学

P2-9-02 COVID-19感染拡大下における周産期の看護／助産ケアの実態調査 
―地域の助産師の認識と対応および今後の備え―
〇谷口　千絵1）、五十嵐　稔子2）

1）神奈川県立保健福祉大学、2）奈良県立医科大学

P2-9-03 クラスター支援によって明らかにされた課題 
―都市部の感染対策支援チーム ICNが作成した報告書の質的検討
〇縣　智香子、坂口　みきよ、佐々木　吉子
東京医科歯科大学大学院
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 示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

P2-9-04 コロナ禍を経て看取りケアに対する認識への影響 
～特別養護老人ホームの看護師への調査から～
〇毛塚　良江、落合　佳子
国際医療福祉大学

P2-9-05 新型コロナウイルス感染症感染拡大状況において派遣された看護学研究者の 
支援活動前後の不安と影響要因
〇今津　陽子1）、近藤　暁子1）、牛久保　美津子2）、神原　咲子3）、河原　宣子4）、
近藤　麻理5）

1）東京科学大学大学院保健衛生学研究科、2）群馬大学大学院保健学研究科、 
3）神戸市看護大学、4）京都橘大学、5）関西医科大学

P2-9-06 長期化したCOVID-19流行下の大学病院看護職者の 
ワーク・エンゲージメントとバーンアウトの影響要因
〇甲斐　友梨1）、金岡　麻希1）、加藤　沙弥佳2）、野末　明希2）、伊豆倉　理江子1）、
内田　倫子1）、木下　由美子1）

1）宮崎大学医学部看護学科、2）宮崎県立看護大学

P2-9-07 COVID-19による臨地実習変更に伴った新卒看護師に関わる指導者の 
縦断的研究（その2）
〇大植　由佳、大植　崇
兵庫大学 看護学部看護学科

P2-9-08 コロナ禍により臨地実習経験の不十分であった新人看護師の看護実践 
―先輩看護師の語りからの考察
〇山口　みのり1）、服部　美穂2）、成瀬　早苗3）

1）国際医療福祉大学小田原保健医療学部、2）人間環境大学、3）静岡県立大学

P2-9-09 COVID-19流行下におけるストレス反応とセルフコンパッションの 
経年変化とレジリエンスとの関連　―5類移行前後比較から―
〇小谷野　康子1）、服部　真理子2）、金子　眞理子3）

1）東京慈恵会医科大学、2）埼玉県立大学 保健医療福祉学部看護学科、 
3）和洋女子大学 看護学部看護学科

P2-9-10 看護師が体験した5類に移行したCOVID-19への対応の現状
〇江國　亨美
水島協同病院

P2-9-11 Covid-19流行下のセルフコンパッションとレジリエンス、心の健康の関連 
～心の健康の変化と関連要因に焦点をあてて～
〇服部　真理子1）、小谷野　康子2）、金子　眞理子3）

1）埼玉県立大学保健医療福祉学部、2）東京慈恵会医科大学医学部看護学科、 
3）和洋女子大学看護学部看護学科精神看護学
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示
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12
月
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10：45～11：45　示説2-10　その他2

P2-10-01 女性研究者のキャリア形成に関する文献検討 
～出産・育児が研究活動に及ぼす影響を鑑みて～
〇鈴木　由美1）、星野　沙織3）、木原　博子6）、林　圭子2）、佐藤　聖一2）、�
岡野　美波4）、惠良　真理子5）、田代　恵美2）、柿沼　香奈恵2）、生方　明日香2）

1）国際医療福祉大学大学院、2）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科、 
3）東京純心大学看護学部看護学科、4）帝京平成大学健康医療スポーツ学部看護学科、 
5）帝京平成大学助産別科、6）松蔭大学看護学部看護学科

P2-10-02 脳卒中患者の「苦痛」に関する研究の動向と今後の課題
〇横山　光稀1）、石橋　曜子2）

1）純真学園大学、2）福岡国際医療福祉大学

P2-10-03 外科系病棟看護師と入院期間2週間未満の患者との関係構築
〇住谷　真歩1）、心光　世津子2）

1）国立循環器病研究センター看護部、2）愛知医科大学看護学部

P2-10-04 医療・看護分野におけるネガティブ・ケイパビリティの活用可能性　 
国内文献検討
〇氏原　将奈1）、鈴木　茜1）、渡辺　真澄1）、川瀬　智也1）、井出　浩一2）、�
尾無　徹3）、桝谷　哲平4）、渡邉　多恵子1）

1）淑徳大学看護栄養学部、2）岩手県県央保健所、3）岩手県立大学看護学部、 
4）淑徳大学大学院看護学研究科

P2-10-05 都市部のコミュニティにおける地域活動と担い手の思い
〇佐久間　夕美子1）、小堀　栄子1）、山岡　彩加2）、佃　真理子1）

1）摂南大学看護学部、2）京都大学大学院医学研究科

P2-10-06 成人女性の下肢のむくみに対する着圧ストッキングの着用効果に関する検討
〇加藤　法子1）、中島　紀江2）、橋口　暢子3）

1）福岡県立大学 看護学部、2）西南女学院大学 保健福祉学部看護学科、 
3）九州大学大学院 医学研究院保健学部門看護学分野

P2-10-07 スタッフ看護師のワーク・エンゲイジメントに関わる自己効力感を高める 
介入方法に関する文献検討
〇山岸　智子
防衛医科大学校

P2-10-08 A市の居宅介護支援事業所に勤務している介護支援専門員の精神的健康の実態
〇吉田　和樹1）、菊池　真弓1）、黒田　美香1）、井出　浩一2）

1）医療創生大学、2）岩手県県央保健所

P2-10-09 ジオ・クアオルトウォーキングによる健康増進とヘルスツーリズムの開発
〇法橋　尚宏、渡邉　幹生、小出　淳貴
神戸大学大学院保健学研究科家族看護学分野
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 示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

14：30～15：30　示説2-11　看護教育4

P2-11-01 看護大学4年生が実施する清拭の影響（第2報） 
―皮膚汚染度・皮膚水分量・皮膚温・主観的評価の変化―
〇河野　かおり1）、遠藤　恭子1）、山本　典孝1）、茅島　綾1）、飯塚　千凡2）、�
星　純子1）、板倉　朋世1）

1）獨協医科大学看護学部、2）前獨協医科大学看護学部

P2-11-02 子どものバイタルサイン測定における看護学生の医療安全への気づき 
―医療安全教育のための VR教材の視聴より―
〇原田　清美1）、關戸　啓子2）、山口　未久1）、中口　尚始1）、辻野　睦子3）

1）京都府立医科大学医学部看護学科、2）宝塚医療大学和歌山保健医療学部看護学科、 
3）大阪成蹊大学看護学部

P2-11-03 国内の熟練看護師における臨床判断の経験知に関する文献レビュー
〇小栗　妙子
新潟医療福祉大学

P2-11-04 基礎看護実習Ⅱの学内実習と臨地実習における学びの比較による 
実習教育への提案
〇西野入　則江1）、松枝　美智子2）

1）明治国際医療大学、2）星槎大学大学院

P2-11-05 看護学生の就職病院選択の特徴
〇出口　睦雄、森岡　菜穂子、坂本　裕子、長屋　江見
平成医療短期大学 看護学科

P2-11-06 看護系大学におけるキャリア教育科目の課題　 
―科目責任教員へのインタビュー調査―
〇山中　大輔、山田　聡子
日本赤十字豊田看護大学看護学部看護学科

P2-11-07 中堅看護師の教育力向上のための研修プログラム開発と評価
〇宮部　明美、鈴木　玲子、常盤　文枝、山口　乃生子、大場　良子、東口　晴菜
埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科

P2-11-08 他職種学生が参加するハイブリッド型の多職種連携教育演習の効果検討
〇吉川　由希子、橋本　智江、大江　真人、村角　直子、蘭　直美
金沢医科大学看護学部

P2-11-10 小児看護学におけるオンライン実習と臨地実習での学生の学びの比較
〇鬼頭　泰子1）、長谷川　由香1）、中谷　香1）、黄波戸　航2）

1）佛教大学、2）藍野大学
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示
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8
日
）

P2-11-11 ルーラル地域で働く看護職者に必要なコンピテンシーと 
教育プログラムの開発に向けて
〇野田　千代子、神里　みどり
沖縄県立看護大学

P2-11-12 ストレングスモデルは看護学生の精神障害をもつ当事者の捉え方に 
何を起こすのか？
〇片山　美穂1）、相上　律子1）、川口　めぐみ2）

1）公立小松大学保健医療学部看護学科、2）福井大学学術研究院医学系部門

P2-11-13 施設毎における臨床看護師の手指衛生の特徴と研修内容の提案
〇諏訪　美栄子、小出　弥子、東山　新太郎、春田　佳代、相撲　佐希子
修文大学看護学部看護学科

P2-11-14 看護系大学助教の実践者から教育者への移行の経験
〇山本　裕子1）、山田　律子2）、石原　あや3）、鈴木　明子4）、石村　佳代子5）、�
村井　文江6）

1）畿央大学、2）北海道医療大学、3）兵庫医科大学、4）城西国際大学、5）国際医療福祉大学、
6）常磐大学

P2-11-15 養護教諭養成課程における実習要項の一考察
〇城戸　裕子
愛知学院大学

P2-11-17 看護学生の人体解剖体験または見学による学修成果に関する文献検討
〇福岡　知子1）、廣瀬　美和2）

1）常磐大学看護学部看護学科、2）常磐大学人間科学部健康栄養学科

P2-11-18 Z世代の新卒看護師が職場への適応に至るまでの看護管理者の関わりの 
プロセス　～インタビュー内容の分析～
〇上田　愛子、田中　裕樹、原田　ひとみ
藍野大学短期大学部第一看護学科

P2-11-19 看護師間コミュニケーションあるいは看護学生間コミュニケーションの 
量的分析及び構造化に基づく教育的課題
〇久米　弥寿子1）、清水　佐知子1）、田丸　朋子2）、山口　晴美3）

1）武庫川女子大学看護学部看護学科、2）梅花女子大学看護保健学部看護学科、 
3）甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科

P2-11-20 老年看護方法演習に導入したタッチケアの評価
〇緒方　昭子、重久　加代子、郡　ハルミ
宮崎県立看護大学

P2-11-21 救命救急センターで働く看護師の感情労働と共感との関連
〇青木　好美1）、片山　はるみ2）

1）浜松医科大学、2）姫路大学
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示
説（
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P2-11-22 看護学実習終了後に行われる教員との面接における学生の体験の意味 
―学生の自己成長に焦点をあてて―
〇守谷　千明
日本赤十字看護大学

P2-11-23 アーティファクトの活用を基軸とした探究的学習プログラムの 
内容妥当性・実用性・有益性・実効性の検討
〇松本　赳史1）、細田　泰子2）

1）大阪公立大学大学院 看護学研究科 博士後期課程、2）大阪公立大学大学院 看護学研究科

P2-11-24 高等学校における性教育講演会実施後のアンケート結果と課題 
―男女の差に着目して―
〇岡　和子1）、秋山　由加里1）、瀧川　幸子2）

1）福山平成大学、2）広島県立北特別支援学校

P2-11-25 エキスパートナースの実践知の伝承を促す教育プログラム 
―看護学生へのプログラムの適用と形成的評価―
〇長坂　育代、後藤　奈津美、坂下　貴子
淑徳大学看護栄養学部

P2-11-26 看護系教育機関の教員が捉える看護学生の自立に関する文献検討
〇北澤　友美1）、吉野　靖代2）

1）静岡大学 教育学部、2）駒沢女子大学 看護学部

P2-11-27 看護職の調整力向上プログラムの実行可能性と効果の検討： 
パイロットスタディ
〇飯岡　由紀子1）、杉本　知子2）、辻　恵子3）、大場　良子1）、西村　宣子4）、�
渡邉　惠5）、廣田　千穂6）

1）埼玉県立大学、2）北里大学、3）慶應義塾大学、4）千葉県立保健医療大学、 
5）神奈川県立保健福祉大学、6）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博士後期課程

P2-11-28 看護過程論実習の学内実習における情報収集場面の看護学生の思考の特徴
〇大坪　奈保、小林　幸恵、大庭　悠希
西九州大学

P2-11-29 模擬患者参加型医療安全演習における看護学生の学年別行動比較
〇阿久津　滝子1）、後藤　廣枝2）、林　真紀1）、早川　典子3）、野本　祐三子3）、�
野村　洋子3）、吉田　宗範3）、佐藤　聖一4）

1）現）社会医療法人 博愛会 那須看護専門学校 前）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科、
2）社会医療法人 博愛会 菅間記念病院、3）社会医療法人 博愛会 那須看護専門学校、 
4）国際医療福祉大学 保健医療学部 看護学科

P2-11-30 A大学の看護学生における教育用電子カルテを使用した代替実習の体験
〇村上　利矢子、小林　絵里子、杉山　由香里、竹口　将志、岡田　麻代、�
中堀　伸枝、室谷　寛

富山県立大学 看護学部
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P2-11-31 血圧測定技術における看護学生の自己評価に関する一考察 
～教員評価との比較から～
〇多久和　有加、灘波　浩子、菅原　啓太、鈴木　聡美、川島　珠実、米川　さや香
三重県立看護大学

P2-11-32 高齢者との同居・非同居による看護学生の学びの影響 
―高齢者疑似体験後のリフレクションシート分析から―
〇早川　典子1）、吉田　宗範1）、野村　洋子1）、野本　祐三子1）、林　真紀2）、�
阿久津　滝子2）、佐藤　聖一3）

1）社会医療法人博愛会那須看護専門学校、
2）現）医療法人博愛会那須看護専門学校 前）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科、
3）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科

P2-11-33 戴帽式の開催時期の考察　―戴帽式後の各学年の思いの比較から―
〇野村　洋子1）、野本　祐三子1）、吉田　宗範1）、早川　典子1）、林　真紀2）、�
阿久津　滝子2）、佐藤　聖一3）

1）社会医療法人 博愛会 那須看護専門学校、
2）現）医療法人博愛会那須看護専門学校 前）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科、
3）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科

P2-11-34 Covid-19禍の看護学生コミュニケーション・スキルの特徴と課題（第1報） 
―進路決定時の実態と傾向
〇髙橋　順子1）、眞鍋　知子2）、山本　道代3）

1）天使大学看護栄養学部看護学科、2）湘南鎌倉医療大学看護学部、 
3）北海道科学大学保健医療学部看護学科

P2-11-35 看護技術演習の教授活動における看護学教員の認識に関する 
統合的文献レビュー
〇林　恵里子1）、金澤　美緒1）、坂井　謙次2）、上富　史子2）

1）愛知県立大学看護学部、2）宮崎県立看護大学看護学部

P2-11-36 実習指導者が期待する看護学生のソーシャルスキルの検討
〇石本　祥子、小浜　さつき、日高　艶子
聖マリア学院大学看護学部

P2-11-37 中堅看護師と学部学生との環境調整に対する視覚動態と気付きの違い
〇満中　一恵1）、澤渡　浩之2）、寺本　千恵2）、田邊　和照2）

1）広島大学病院、2）広島大学大学院医系科学研究科周手術期・クリティカルケア開発学

P2-11-38 試薬で調製した尿試験紙用疑似尿 
―演習での10年以上にわたる再使用の可能性について―
〇太田　克矢、青木　駿介
長野県看護大学



163

 示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

P2-11-39 看護師との対話による看護学生の「小児看護のわざ」の理解
〇白木　裕子、眞﨑　由香、海野　潔美
茨城キリスト教大学看護学部看護学科

P2-11-40 ICUでの学習支援に共通学習資料を用いた影響 
～半構成的面接を用いた質的調査～
〇仁田尾　憲、木場田　真帆、大山　隼矢
天陽会中央病院

P2-11-41 Covid-19禍の看護学生コミュニケーション・スキルの特徴と課題（第2報） 
―実習での対象者との会話に対する苦手（不安）との関連
〇山本　道代1）、髙橋　順子2）、眞鍋　知子3）

1）北海道科学大学保健医療学部看護学科、2）天使大学看護栄養学部看護学科、 
3）湘南鎌倉医療大学看護学部

P2-11-42 看護基礎教育におけるOSCE運営で生じたトラブルと 
その対応策に関する検討
〇野島　敬祐1）、萬代　彩子2）

1）京都橘大学、2）京都橘大学大学院看護学研究科博士前期課程

P2-11-43 A大学における1年次の地域をフィールドにした実習の学び 
―1年後の質問紙調査からの報告―
〇世俵　智恵子1）、藤丸　郁代2）、金城　やす子1）

1）名古屋学芸大学看護学部看護学科、2）名古屋学芸大学大学院看護学研究科

P2-11-44 高度実践看護師の活動の促進要因と阻害要因： 
大学院修了後のモチベーションの変化に焦点を当てて
〇前田　愛1）2）、松枝　美智子2）14）、江上　史子3）14）、葛島　慎吾4）14）、増滿　誠5）14）、
本武　敏弘6）14）、松成　裕子7）14）、桃井　雅子8）14）、田淵　稔英9）14）、�
清村　紀子10）14）、鈴木　啓子11）14）、山崎　律子12）14）、髙橋　清美13）14）

1）昭和大学横浜市北部病院、2）星槎大学大学院教育学研究科修士課程、 
3）熊本保健科学大学、4）宮崎県立看護大学、5）日本赤十字北海道看護大学、 
6）福岡女学院看護大学、7）鹿児島大学医学部保健学科、8）聖マリア学院大学、 
9）セノーテ訪問看護ステーション、10）大分大学、11）名桜大学、 
12）香住ヶ丘リハビリ訪問看護ステーション、13）日本赤十字九州国際看護大学、 
14）九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会

P2-11-45 高度実践看護師の活動の促進要因：看護管理者からの支援に焦点を当てて
○松成　裕子1）14）、本武　敏弘2）14）、松枝　美智子3）14）、江上　史子4）14）、�
前田　愛5）14）、増滿　誠6）14）、葛島　慎吾7）14）、田淵　稔英8）14）、清村　紀子9）14）、�
山崎　律子10）14）、桃井　雅子11）14）、鈴木　啓子12）14）、高橋　清美13）14）

1）鹿児島大学医学部保健学科、2）福岡女学院看護大学、 
3）星槎大学大学院教育学研究科修士課程、4）熊本保健科学大学、5）昭和大学横浜市北部病院、
6）日本赤十字北海道看護大学、7）宮崎県立看護大学、8）セノーテ訪問看護ステーション、 
9）大分大学医学部基盤看護学講座、10）香住ヶ丘リハビリ訪問看護ステーション、 
11）聖マリア学院大学、12）名桜大学、13）日本赤十字九州国際看護大学、 
14）九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会
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P2-11-46 高度実践看護師の活動の促進要因と阻害要因： 
活動を保証するために必要な配置・職位・待遇に焦点を当てて
〇増滿　誠1）10）、松枝　美智子2）10）、本武　敏弘3）10）、松成　裕子4）10）、�
葛島　慎吾5）10）、江上　史子6）10）、前田　愛7）10）、田淵　稔英8）10）、�
桃井　雅子9）10）、清村　紀子10）、鈴木　啓子10）、髙橋　清美10）、山崎　律子10）

1）日本赤十字北海道看護大学、2）星槎大学大学院教育学研究科修士課程、 
3）福岡女学院看護大学、4）鹿児島大学医学部保健学科、5）宮崎県立看護大学、 
6）熊本保健科学大学、7）昭和大学横浜北部病院、8）セノーテ訪問看護ステーション、 
9）聖マリア学院大学、10）九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会

14：30～15：30　示説2-12　老年看護2

P2-12-01 超高齢社会における認知症ケアモデルの構築 
―当事者へのインタビューで見えてきたこと―
〇高見　美保1）、徳田　幸代1）、松田　智子2）、森　尚子4）、前田　春香3）、�
切通　京子5）、小西　美和子1）、川田　美和1）、片岡　千明1）

1）兵庫県立大学看護学部、2）医療法人おひさま会 おひさまクリニック、 
3）徳島赤十字病院、4）徳島県立中央病院、5）社会医療法人神鋼記念会 神鋼記念病院

P2-12-02 急性期病院の熟練看護師がとる易怒のある認知症高齢者とのコミュニケーション 
―易怒の予防や低減に着目して
〇﨑　百々葉1）、清水　律子2）

1）藤田医科大学七栗記念病院、2）三重県立看護大学

P2-12-03 施設に入所する男性高齢者の夜間のおむつ交換回数を減らすことによる 
中途覚醒への影響
〇小西　円1）、佐々木　八千代2）、手塚　栞菜1）、白井　みどり1）

1）大阪公立大学大学院看護学研究科、2）鹿児島大学医学部保健学科

P2-12-04 食行動関連障害のあるレビー小体型認知症高齢者の在宅ケアモデルの検討 
入院患者のインテークに基づく食行動関連障害の実態調査研究
〇草地　潤子1）、横山　悦子2）、辻　容子3）

1）松蔭大学看護学部、2）順天堂大学保健看護学部、3）獨協医科大学看護学部

P2-12-05 住宅型有料老人ホーム居住者の身体・精神機能の変化
〇島田　広美、王　迪、河西　恵美
順天堂大学大学院医療看護学研究科

P2-12-06 超高齢社会における都市部と地方都市在住の独居高齢者の生活とニーズの実態
〇山口　千尋、森岡　広美
関西医療大学大学院 保健医療学研究科
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P2-12-07 特別養護老人ホーム入居者の看取りにつながる時期別体調変化に応じた 
ケアの提供状況
〇長　聡子、光安　梢
福岡女学院看護大学

P2-12-08 高齢者ケア施設の新任期看護師を教育支援する看護職の継続可能な 
研修プログラム案の作成
〇坪井　桂子1）、石橋　信江1）、秋定　真有1）、小川　あい2）、小澤　和弘3）

1）神戸市看護大学、2）神戸市看護大学大学院看護学研究科、3）岐阜県立看護大学

P2-12-09 看護大学生におけるエイジズムに関連する要因 
―知識、共感性の比較―
〇林　史子1）、服部　園美2）、藤本　由美子1）

1）宝塚医療大学 和歌山保健医療学部 看護学科、2）和歌山県立医科大学 保健看護学部

P2-12-10 要支援・軽度要介護高齢者の首尾一貫感覚（SOC）と食生活・口腔機能の関係
〇永田　美奈加、鈴木　圭子
秋田大学大学院医学系研究科

P2-12-11 コロナ禍における認知症カフェを運営、継続するための課題解決の一考察
〇杉本　多加子1）、山崎　尚美2）

1）四天王寺大学看護学部・大学院看護学研究科看護学専攻博士課程生涯発達看護学専攻、 
2）四天王寺大学看護学部・大学院看護学研究科

P2-12-12 急性期病院に入院している認知症高齢者の心理的ニーズを引き出す支援
〇三輪　杏純1）、清水　律子2）

1）津島市民病院、2）三重県立看護大学

P2-12-13 下部尿路症状を有する認知症高齢者の排尿誘導に関する国外文献検討
〇中村　五月1）、陶山　啓子2）、大河内　彩子1）

1）熊本大学大学院、2）愛媛大学大学院

P2-12-14 老年期脳卒中患者の健康関連QOLに関連する要因
〇冨澤　栄子
名古屋女子大学 健康科学部 看護学科
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P2-12-15 認知症高齢者を支援する専門職におけるパーソン・センタード・ケア実践の 
自己効力感との関連要因
〇馬場　みちえ1）、山本　八千代2）、久木原　博子3）、上野　珠未4）、牧　香里4）、
大倉　美鶴5）

1）令和健康科学大学看護学部看護学科、2）安田女子大学看護学部、 
3）国際医療福祉大学 福岡保健医療学部看護学科、4）福岡大学医学部看護学科、 
5）日赤北海道看護大学看護学部

P2-12-16 都市部通所型サービス Bにおける家庭外共食利用者の特性 
～地域での助け合いの枠組みの視点から
〇山之井　麻衣、石丸　崇子、阿部　桃子
東京医療保健大学

P2-12-17 患者の個別性に合わせたカラーテープの貼付は転倒予防に活用できるか
〇本多　容子1）、田丸　朋子2）、三宅　光代1）

1）藍野大学、2）梅花女子大学

P2-12-19 日本語版「認知症ケア実践教育パッケージ」を教材に用いた 
研修プログラムの一考察
〇山崎　尚美1）、杉本　多加子1）、島岡　昌代2）

1）四天王寺大学看護学部看護学科、2）畿央大学健康科学部看護医療学科

P2-12-20 急性期病院における高齢者の身体拘束を縮小する看護管理実践モデルの検討
〇住谷　ゆかり
日本赤十字看護大学さいたま看護学部

P2-12-21 地域在住高齢者における喪失体験と精神的健康に関する性・年齢別の特徴
〇鈴木　圭子、永田　美奈加
秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻

P2-12-22 地域在住高齢者の血清アルブミン値とサルコペニアとの関連 
―5カ月後の比較―
〇岡本　智子1）2）、加藤　真由美3）

1）福井大学学術研究院医学系部門看護学領域 コミュニティ看護学、 
2）金沢大学大学院医薬保健学総合研究科保健学専攻、3）金沢大学医薬保健研究域保健学系

P2-12-23 北海道上川北部地域医療構想区域に居住する住民と医療者の 
医療・ケアへの要望
〇松倉　理江1）、吉野　望2）、齋藤　千秋3）、伊藤　亜希子3）、大久保　未央3）、�
長谷部　佳子3）

1）一般社団法人 上川北部医師会名寄東病院、2）株式会社 地域・高齢社会開発研究所、 
3）名寄市立大学
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P2-12-24 グループホームにおける認知症サポーター看護大学生による 
web対話型ボランティア活動の成果と課題
〇塚本　都子、大津山　優葵
東京純心大学 看護学部

P2-12-25 地域包括ケア病棟入院中の認知症高齢者が発する不快の表現
〇中筋　美子1）3）、久米　弥寿子2）

1）兵庫県立大学看護学部、2）武庫川女子大学大学院看護学研究科、 
3）武庫川女子大学大学院看護学研究科博士後期課程

14：30～15：30　示説2-13　がん看護

P2-13-01 がん遺伝子パネル検査を受ける患者の動機と結果の受け止めの多様な経験
〇牧野　智恵1）、松本　智里1）、中野　妃佐惠2）、瀧澤　理穂1）、北川　寿子2）

1）石川県立看護大学、2）福井県立病院

P2-13-02 免疫チェックポイント阻害薬治療を受ける肝がん患者に対する 
外来化学療法室での認定看護師の看護実践
〇高比良　祥子1）、小林　裕美2）、庄村　雅子3）、岡部　春香3）

1）長崎県立大学看護栄養学部看護学科、2）株式会社在宅看護実践研究所、 
3）東海大学医学部看護学科

P2-13-03 AYA世代にある小児がんサバイバーへの移行期ケアの実態 
―成人診療科で働く看護師を対象として―
〇中山　直子1）、林　直子2）、森　明子3）、鈴木　久美4）

1）神奈川県立保健福祉大学、2）聖路加国際大学、3）湘南鎌倉医療大学、 
4）大阪医科薬科大学

P2-13-04 妊孕性温存に関するがん患者家族の認識：定性的システマティックレビュー
〇太田　菜摘1）、平山　憲吾2）

1）国立がん研究センター中央病院看護部、2）札幌市立大学看護学部

P2-13-05 骨転移部への手術治療を受けた患者の生活に対する思い
〇川崎　亜衣
北海道科学大学保健医療学部看護学科

P2-13-06 乳がんの受診遅延ハイリスク者を早期発見するための簡便な 
スクリーニング指標の作成
〇大城　真理子、神里　みどり
沖縄県立看護大学

P2-13-07 再発・転移がんサバイバーの療養生活における調和のプロセス
〇岡西　幸恵1）、藤田　佐和2）

1）香川県立保健医療大学、2）高知県立大学



168

示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

P2-13-08 AYA世代の子宮頸がん予防行動の実態 
―女子大学生を対象として―
〇小林　優子
駒沢女子大学

P2-13-09 神奈川県における大腸がん検診の受診行動に影響する要因
〇糸井　裕子
川崎市立看護大学 看護学部 看護学科

P2-13-10 女性のがん検診の受けづらさに関する実態調査（第1報） 
―子宮頸がん検診に焦点をあてて―
〇石上　早苗1）、氏原　恵子2）、村松　美恵2）

1）京都先端科学大学 健康医療学部 看護学科、 
2）聖隷クリストファー大学 看護学部 看護学科

P2-13-11 女性のがん検診の受けづらさに関する実態調査（第2報） 
―乳がん検診に焦点をあてて―
〇氏原　恵子1）、村松　美恵1）、石上　早苗2）

1）聖隷クリストファー大学 看護学部、2）京都先端科学大学 健康医療学部 看護学科

P2-13-12 喉頭摘出者の社会的適応を目指した在宅療養移行支援のプロセス
〇高橋　綾1）、小竹　久実子2）、飯島　佐知子3）

1）埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科、2）奈良県立医科大学医学部看護学科、 
3）順天堂大学大学院医療看護学研究科

P2-13-13 多発性骨髄腫の罹患とそれに適応していく当患者の経験
〇森田　公美子
香川県立保健医療大学

P2-13-14 顎顔面欠損患者の日常生活における困難感と希望する支援
〇田中　晴佳1）、髙橋　慧2）、高阪　貴之3）、池邉　一典3）

1）神戸市看護大学、2）大阪大学大学院医学系研究科、3）大阪大学大学院歯学研究科

P2-13-15 高齢口腔がん患者の口腔関連QOLの変化と術後の症状・思い
〇酒井　久美子1）、久保　葵1）、手柴　萌2）、荒木　菜結2）、藤岡　智恵子2）、�
渡邉　則子2）、藤田　君支1）

1）九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学分野、2）九州大学病院

P2-13-16 妊娠期にがんと診断された女性の出産前後の治療と育児に関する体験
〇吉田　みつ子1）、遠山　義人2）、谷口　千絵3）、喜多　里巳1）

1）日本赤十字看護大学さいたま看護学部、2）日本赤十字看護大学看護学部、 
3）神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科
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P2-13-17 中学生および高校生のがんに対する認識に影響する親子の要因
〇鈴木　久美1）、林　直子2）、南口　陽子1）、山中　政子3）

1）大阪医科薬科大学看護学部、2）聖路加国際大学大学院看護学研究科、 
3）天理大学医療学部看護学科

P2-13-18 HBOC診断目的の遺伝子学的検査を「受けない」と意思決定した 
乳癌患者のプロセス
〇西紋　佳奈1）2）、市原　多香子2）

1）香川労災病院、2）香川大学大学院医学系研究科

P2-13-19 中学生におけるがん教育の実際　文献検討を通して
〇政時　和美、奥田　佐和
第一薬科大学

P2-13-20 内分泌療法中の閉経前乳がん患者の更年期症状に関連する苦痛症状
〇佐伯　香織1）、神里　みどり2）、井馬　里海3）、星野　純子1）、川口　綾3）、�
佐藤　正実3）、藤井　晃子4）

1）名古屋大学大学院医学系研究科、2）沖縄県立看護大学、 
3）名古屋大学医学部附属病院看護部、4）名古屋大学医学部附属病院看護部管理室

P2-13-21 前立腺がん患者の術後合併症への看護実践に関する和文献の検討
〇金澤　美緒1）、榊　美穂子2）

1）愛知県立大学看護学部、2）福山平成大学看護学部

P2-13-22 ビンカアルカロイド系抗がん剤血管外漏出における冷罨法の温度差による 
作用の検討
〇及川　正広
岩手県立大学看護学部

P2-13-23 がん相談支援センターにおけるがん専門相談員の活動実態と連携上の課題
〇小野﨑　美幸
国際医療福祉大学

P2-13-24 がん化学療法を受ける患者の口腔粘膜炎発症要因の解析 
―口腔粘膜炎発症群と未発症群の発症要因の比較―
〇吉川　千鶴子1）2）

1）国際医療福祉大学 福岡保健医療学部、2）看護学科

14：30～15：30　示説2-14　緩和ケア

P2-14-01 急性期病院における脳卒中患者と家族への緩和ケアの実践の現状
〇飯山　有紀1）、横井　靖子2）、内村　香代子1）、水本　豪3）

1）熊本保健科学大学 キャリア教育研修センター、2）名古屋市立大学大学院看護学研究科、 
3）熊本保健科学大学 保健科学部
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P2-14-02 看護師用アドバンスケアプランニング自己効力感尺度日本語版（ACP-SEj）の
開発
〇安藤　亮1）、吉田　美穂2）、難波　香1）、矢嶋　裕樹1）

1）新見公立大学健康科学部看護学科、2）山口大学大学院医学系研究科

P2-14-03 看護師におけるアドバンス・ケア・プランニングの実践意図に関連する要因：
計画的行動理論に基づく検討
〇吉田　美穂1）、難波　香2）、安藤　亮2）、矢嶋　裕樹2）

1）山口大学大学院医学系研究科、2）新見公立大学健康科学部看護学科

P2-14-04 がん在宅緩和ケアの質の評価に関する多職種へのインタビュー調査
〇藤村　一美1）、吉田　美由紀1）、西山　智子1）、山内　千由紀2）、上杉　和美3）、
塩見　美幸4）、廣瀬　未央5）

1）愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻、2）株式会社アクティブモア、 
3）松山ベテル病院、4）愛媛大学医学部附属病院、5）高知県立大学

P2-14-05 救急・集中治療領域において 
エンドオブライフケアを行う看護師の実践の基盤となる価値観　 
―熟練看護師への面接調査―
〇石橋　昇1）、黒田　寿美恵2）、古川　由美子3）、菅田　忍4）

1） 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院／県立広島大学大学院 総合学
術研究科 保健福祉学専攻、

2） 県立広島大学大学院 総合学術研究科 保健福祉学／県立広島大学 保健福祉学部保健福祉学
科看護学コース、

3） 広島県厚生農業協同組合連合会 廣島総合病院／県立広島大学大学院 総合学術研究科  
保健福祉学専攻、

4）広島赤十字・原爆病院／県立広島大学大学院 総合学術研究科 保健福祉学専攻

P2-14-06 心不全緩和ケアに対する医師と看護師の認識とその関連要因
〇須藤　真由美1）、眞鍋　知子2）、森　明子2）

1）湘南藤沢徳洲会病院看護部、2）湘南鎌倉医療大学看護学部

14：30～15：30　示説2-15　在宅看護2

P2-15-01 末期がん患者を担当する訪問看護師と福祉用具専門相談員との 
連携の課題に関する研究
〇若林　和枝
関東学院大学看護学部看護学科

P2-15-02 介護老人保健施設に勤務する看護師の在宅支援ケア
〇長井　栄子
グッドタイムリビング株式会社
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P2-15-04 高齢者の退院後の暮らしに向けた意思決定及び意思決定支援に関する文献検討
〇金地　昌枝1）、曽根　美沙2）、林　信平3）、松本　啓子3）

1）地方職員共済組合香川県庁診療所、2）香川県看護協会、3）香川大学大学院医学系研究科

P2-15-05 在宅高齢者の安定した療養生活継続に向けた救急車利用に関する検討
〇蒔田　寛子1）、大野　裕美2）、川村　佐和子3）

1）豊橋創造大学、2）名古屋市立大学大学院、3）東京都医学総合研究所

P2-15-06 オレムのセルフケア理論を用いた訪問看護ケアの分析と理解の試み： 
パーキンソン病患者への看護実践を例に
〇岩佐　由美
森ノ宮医療大学看護学部

P2-15-08 訪問看護における医療安全の実態と課題 
―在宅療養高齢者を対象とした医療安全システム構築を目指して―
〇大井　雅友1）、糀屋　絵理子1）、藤井　美咲1）、齊前　裕一郎1）、勝久　美月1）、
竹下　悠子1）、前泉　優月1）、稲泉　信行1）、石川　武雅2）、関口　亮子2）、�
深田　悠花2）、勝眞　久美子2）、肥後　友彰3）、竹屋　泰1）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 老年看護学教室、 
2）ななーる訪問看護デベロップメントセンター、3）はくとホームケアクリニック

P2-15-09 LCIG療法を受ける進行期パーキンソン病患者の在宅療養における 
生活の変化と困難事に対する工夫
〇近藤　ふさえ1）、宮澤　初美2）、小川　典子3）、榎本　佳子3）、中林　菜穂3）、�
影山　孝子3）、東　めぐみ3）、田村　美紀2）

1）長岡崇徳大学看護学部、2）順天堂大学医学部附属静岡病院、3）順天堂大学保健看護学部

P2-15-10 地区福祉委員が理想とする高齢者サロンの活動と活動上の課題
〇藤田　倶子1）、清水　昌美2）、菱田　知代2）、樋口　早映子2）

1）千里金蘭大学大学院看護学研究科・看護学部看護学科、2）千里金蘭大学看護学部看護学科

P2-15-11 ケアマネジャーが訪問看護導入を判断する要因 
―  全国居宅介護支援事業所ケアマネジャーアンケート調査を基にした 
構成概念の検討―

〇下吹越　直子
千里金蘭大学

P2-15-12 急性期病院における認知症高齢者への退院支援に関する文献検討
〇長尾　千裕1）、李　錦純2）

1）関西医科大学附属病院、2）関西医科大学大学院看護学研究科

P2-15-13 訪問看護管理者のリーダーシップの行動の解明
〇上元　達仁1）、池崎　澄江2）

1）千葉大学大学院看護学研究科、2）千葉大学大学院看護学研究院
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P2-15-14 A県内の市街地に住む要支援状態にある独居男性高齢者の食生活への思い
〇宮本　陽夏1）、首藤　茉奈2）、清家　望来3）、平山　沙紀4）、西山　智子5）、�
吉田　美由紀5）

1）愛媛大学医学部附属病院、2）松山市役所、3）今治保健所、4）大阪医科薬科大学病院、 
5）愛媛大学大学院医学系研究科

P2-15-15 介護者の社会的孤立予防における地域包括支援センター看護職の支援
〇永井　眞由美1）、宗正　みゆき2）

1）安田女子大学看護学部看護学科、2）元福岡大学医学部看護学科

P2-15-16 多職種チームでの退院支援における病棟看護師のコーディネーションの 
尺度開発
〇牛塲　かおり1）2）、林　智子3）、井村　香積4）

1）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科、 
2）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻博士後期課程、 
3）名古屋学芸大学看護学部看護学科、4）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻

P2-15-17 軽度認知症者の日常生活における安心尺度の開発と信頼性の検討
〇鈴木　千枝1）、谷垣　靜子2）、岩田　昇3）

1）兵庫医科大学看護学部看護学科、2）岡山大学大学院保健学研究科、 
3）獨協医科大学大学院看護学研究科

P2-15-18 地域密着型の施設で働く看護師の役割 
―小多機・看多機の現場からの視点―
〇鈴山　加奈子、高瀬　美由紀、吉田　いつこ
安田女子大学 看護学部看護学科

P2-15-19 A県内の在宅医療における多職種間の情報共有の現状と課題
〇佐藤　美紀1）、西尾　亜理砂1）、山根　友絵2）、箕浦　哲嗣1）、藤井　徹也3）

1）愛知県立大学看護学部、2）人間環境大学看護学部、3）豊橋創造大学保健医療学部

P2-15-20 がん終末期にある独居高齢者への訪問看護実践モデルの開発に向けた 
因子構造と信頼性・妥当性の検討
〇柄澤　邦江、安田　貴恵子
長野県看護大学

P2-15-21 医療と看護と介護の連携に活かされるホームヘルパーの観察項目の研究
〇和田　惠美子1）、三島　瑞穂2）、藤原　奈佳子3）

1）藍野大学医療保健学部看護学科、2）宇部フロンティア大学看護学部看護学科、 
3）岐阜保健大学看護学部看護学科・大学院看護学研究科

P2-15-22 テキストマイニングを用いたがん患者への訪問看護研究の動向 
―国内論文タイトルの分析―
〇油野　規代1）、坂本　めぐみ2）

1）福井医療大学 保健医療学部 看護学科、2）公立小松大学 保健医療学部看護学科
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P2-15-23 在宅で身体障がい児を育てる親のQOLとコペアレンティングの現状 
―親の語りから―
〇鈴木　江利子1）、荒木田　美香子2）、藤尾　祐子1）

1）順天堂大学保健看護学部、2）川崎市立看護大学

P2-15-24 訪問看護師が行う判断の内容
〇市川　砂織1）、石橋　史子2）

1）みんなの訪問看護リハビリステーション戸塚、2）湘南医療大学保健医療学部看護学科

P2-15-25 在宅・介護施設における看取り見える化シートを用いた 
看取りの振り返りからの気づき
〇多川　晴美1）、清水　奈穂美2）

1）滋賀医科大学医学部附属病院、2）佛教大学保健医療学部看護学科

P2-15-26 高齢心不全患者への訪問看護に関する在宅療養支援の現状と課題に関する 
文献レビュー
〇岩月　すみ江1）、石村　珠美2）、折坂　真理1）

1）東京工科大学医療保健学部看護学科、2）国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科

P2-15-27 在宅看護学「訪問入浴介護」演習の課題レポートから分析した学生の学び
〇小池　美香、鈴木　陽子、前田　和子
茨城キリスト教大学看護学部看護学科

P2-15-28 ターミナルケアにおいて訪問看護師が強化するべき行動が 
取れるようになるための対策
〇高橋　直美
山形県立保健医療大学

14：30～15：30　示説2-16　クリティカルケア2

P2-16-01 集中治療領域の臨床看護師が患者のアセスメントに活用する観察項目の実態
〇岡本　美穂1）、田邊　和照2）、寺本　千恵2）、澤渡　浩之2）

1）広島大学病院、2）広島大学大学院医系科学研究科周手術期・クリティカルケア開発学

P2-16-03 重症患者の客観的睡眠評価における携帯型1チャンネル脳波計の有用性： 
予備調査研究
〇武富　由美子1）、古賀　明美1）、川久保　愛1）、松尾　照美2）、山田　春奈1）

1）佐賀大学医学部看護学科、2）佐賀大学医学部附属病院看護部

P2-16-04 クリティカルケア看護師の専門職的自律性の看護師経験年数による比較 
―自律性育成への視点―
〇佐藤　佳子1）2）、宮林　郁子3）、石川　りみ子4）

1）地方独立行政法人 長野市民病院、2）京都看護大学大学院後期博士課程、 
3）京都看護大学大学院看護学研究科、4）前清泉女学院大学大学院看護学研究科
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P2-16-05 クリティカルケアに携わる卒後3年以内の看護師の日常生活援助における 
臨床判断
〇綱元　亜依、升田　由美子
旭川医科大学

P2-16-06 クリティカルケア看護師の緩和ケアコンピテンシー
〇大川　宣容1）、佐藤　まゆみ2）、平尾　明美3）、緒方　久美子4）、森本　紗磨美1）、
神家　ひとみ1）

1）高知県立大学看護学部、2）順天堂大学医療看護学部、3）千里金蘭大学看護学部、 
4）福岡大学医学部看護学科

P2-16-07 ICU看護師による臨床判断に関する研究の動向
〇藤原　育子1）、今井　多樹子2）

1）日本赤十字広島看護大学大学院 看護学研究科修士課程、2）日本赤十字広島看護大学

P2-16-08 脳血管疾患におけるせん妄研究動向に関する国内文献レビュー
〇原沢　のぞみ1）、長江　弘子2）

1）東邦大学、2）亀田医療大学

14：30～15：30　示説2-17　災害看護

P2-17-01 VRを活用した減災教育に関するスコーピングレビュー
〇木村　涼平1）、福島　綾子1）、梶原　弘平1）、櫻本　秀明1）、吉原　駿1）、�
原田　紀美枝1）、中山　晃志1）、伊藤　明子2）

1）日本赤十字九州国際看護大学、2）日本赤十字豊田看護大学

P2-17-02 児童への VRを用いた防災教育の効果と性格特性との関連
〇清水　誉子1）、酒井　彰久1）、野原　正美2）、佐藤　大介1）

1）福井大学学術研究院医学系部門看護学領域、2）東北福祉大学健康科学部医療経営管理学科

P2-17-03 沖縄県M大学看護学生の防災意識調査
〇松下　聖子、佐和田　重信
公立大学法人 名桜大学人間健康学部看護学科

P2-17-04 自然災害を経験した炎症性腸疾患患者が自己管理しながら生活を維持する 
プロセス
〇谷口　あけみ

P2-17-05 災害看護におけるわが国の訪問看護の課題と対策
〇牧野　恵子、松下　由美子
甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科

P2-17-06 災害時の妊産婦・母子支援に関する研究の動向
〇礒山　あけみ1）、中山　香映2）、菱沼　由梨3）、巌　千晶3）

1）獨協医科大学助産学専攻科、2）昭和大学助産学専攻科、3）東京都立大学助産学専攻科
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P2-17-07 N県における避難行動要支援者としての内部障害者の位置づけの実態
〇永峯　卓哉、吉田　恵理子
長崎県立大学

P2-17-08 災害伝承のある地域における防災行動と災害伝承の関連
〇舟木　智恵1）、荒木田　美香子2）

1）国際医療福祉大学、2）川崎市立看護大学

P2-17-09 自主学習用簡易シミュレーターGo-Rikiの集団災害訓練に対応させるための
改修
〇井上　正隆1）、船木　淳2）、佐藤　昭太3）、楠見　ひとみ3）、上野　美紀3）、�
敷田　幹文4）

1）兵庫医科大学看護学部、2）愛知医科大学シミュレーションセンター、 
3）防衛医科大学校医学教育部看護学科、4）高知工科大学情報学群

P2-17-10 長崎原爆被爆体験者のセルフスティグマの様相
〇吉田　恵理子、永峯　卓哉
長崎県立大学看護栄養学部看護学科

P2-17-11 「地域における災害看護」の講義・演習後の学生の理解内容と災害への 
準備性について
〇鳥本　靖子、山本　真実
浜松医科大学地域看護学講座

14：30～15：30　示説2-18　医療政策・看護政策

P2-18-01 わが国における外国人介護職の就労継続意向の影響要因に関わる研究の動向
〇大儀　律子
姫路大学

P2-18-02 看護師の経済的報酬の評価とその要因
〇中村　藍子1）、青木　美和2）、真鍋　雅史2）3）、荒尾　晴惠2）

1）前大阪大学医学部保健学科、2）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、 
3）嘉悦大学経営経済学部

P2-18-03 看護基礎教育における政策教育プログラム導入ガイドの開発 
―A大学における政策教育コンピテンシーの活用例
〇石橋　みゆき1）、田中　幸子3）、佐藤　紀子2）、雨宮　有子2）、細谷　紀子2）、�
小山田　恭子5）、池田　真理6）、西垣　昌和7）、加藤　典子8）、野村　陽子4）

1）千葉大学大学院看護学研究院、2）千葉県立保健医療大学看護学科、 
3）東京慈恵会医科大学医学部看護学科、4）新見公立大学、5）聖路加国際大学、 
6）東京大学大学院、7）国際医療福祉大学大学院、8）大分県立看護科学大学

P2-18-04 中国人看護師の考える看護師の役割と日本の看護の相違 
～Webによるアンケート調査の分析～
〇佐藤　光栄1）、和野　千枝子2）

1）桐生大学、2）城西国際大学
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14：30～15：30　示説2-19　看護倫理

P2-19-01 長期療養高齢者施設勤務の看護職が感じる高齢者の倫理的問題のジレンマ
〇中尾　久子1）、金岡　麻希2）、潮　みゆき3）

1）第一薬科大学看護学部、2）宮崎大学医学部看護学科、3）福岡女学院看護看護大学看護学部

P2-19-02 病院の臨床倫理コンサルテーションチームに属する医師の実践の特徴 
～看護師の実践との比較検討～
〇山内　典子1）、渡邉　直美1）、塚田　亜矢子2）、安田　妙子1）、近藤　直子2）、�
松村　優子3）

1）東京女子医科大学病院、2）東京女子医科大学附属八千代医療センター、3）京都市立病院

P2-19-03 障がい者学生の就職活動支援に関する研究 
―看護学生の就職活動支援に焦点をあてて―
〇木村　恵子、野田　明敬、木挽　秀夫、小玉　ひとみ
中部学院大学 看護リハビリテーション学部看護学科

P2-19-04 クリニカルラダーごとの病棟看護師の倫理的ケアコンピテンシーの 
獲得状況とベンチマークの検討
〇吉岡　詠美1）、金子　さゆり2）

1）国際医療福祉大学 小田原保健医療保健医療学部 看護学科、2）宮城大学 看護学群

P2-19-05 中堅看護師への臨床倫理研修の効果と課題 
―研修終了6ヶ月後に研修者が捉える視点から―
〇藤井　瑞恵1）、栗原　知己2）、武冨　貴久子2）、田仲　里江2）、古都　昌子3）、�
村松　真澄2）、森川　由紀4）、山本　勝則1）、樋之津　淳子2）、中村　惠子2）

1）札幌保健医療大学、2）札幌市立大学、3）鳥取看護大学、 
4）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 博士課程

P2-19-06 看護実践場面における倫理的葛藤に対する看護師の行為選択：概念分析
〇結城　佳子
名寄市立大学保健福祉学部

P2-19-07 道徳基盤理論と道徳的感受性の相関 
―道徳的基盤理論を用いた看護倫理教育を実施して―
〇中村　美起1）、福録　恵子2）

1）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科、 
2）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻基盤看護学領域実践基礎看護学分野

P2-19-08 基礎看護学実習前後における看護学生の倫理に対する考えの変化
〇中村　美保1）、竹中　泉2）

1）大阪成蹊大学 看護学部、2）大阪信愛学院大学 看護学部
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14：30～15：30　示説2-20　母性看護・助産3

P2-20-01 妊婦健診に携わる看護職の e-learningによる冷え症教育プログラム受講者の声
〇中村　幸代1）、竹内　翔子1）、大久保　菜穂子2）、堀内　成子3）

1）横浜市立大学、2）順天堂大学、3）聖路加国際大学

P2-20-02 新生児モデル人形を用いた温刺激による唾液中オキシトシン濃度の変化： 
準実験パイロット研究
〇園田　希1）、木村　涼平2）

1）関西医科大学看護学部、2）日本赤十字九州国際看護大学

P2-20-03 月経カップ使用に関する女性の思い　―経産婦女性の語りから―
〇那須　明美
山陽学園大学看護学部看護学科

P2-20-04 抑うつ傾向が高い褥婦に対して経験年数5年以上の助産師が行う看護援助
〇大西　玲奈1）、土岐　弘美2）

1）高知県・高知市病院企業団立高知医療センター、2）香川県立保健医療大学

P2-20-05 10例分娩介助後における助産学生の会陰保護手技の習得状況 
―シミュレーター教材による定量的評価―
〇吉村　澄佳1）、森　雄一郎2）

1）高知大学医学部看護学科、2）高知大学理工学部情報科学科

P2-20-06 看護学生を対象とした、男性や LGBTQの人が助産師になることに対する 
意識調査（第一報）
〇岩瀨　敬佑、都築　弘典、清水　三紀子
藤田医科大学保健衛生学部看護学科

P2-20-07 医療者に求められる帝王切開を受ける女性への支援 
―「帝王切開での出産体験」の概念分析からの考察―
〇髙橋　恭子、齋藤　真希
三重大学大学院 医学系研究科看護学専攻

P2-20-08 産婦受け持ち時の初期診断において助産師学生が感じる困難 
―臨床判断「気づき」の分析―
〇但馬　まり子、名草　みどり、入江　眞理、北野　美月、井田　歩美
摂南大学看護学部

P2-20-09 分娩第1期（活動期）の臨床判断において助産師学生が感じる困難 
―「気づき」の分析―
〇入江　眞理、但馬　まり子、名草　みどり、北野　美月、井田　歩美
摂南大学看護学部



178

示説　第 2日目【 12月 8日（日）】

示
説（
12
月
8
日
）

P2-20-10 発達障害児の子育て 
―ケアの可視化を目指して―
〇大久保　麻矢
和洋女子大学

14：30～15：30　示説2-21　看護情報・遠隔看護

P2-21-01 会話 AIロボットが地域住民の孤独感と生活へ与える影響
〇黒石　洋史1）、菊池　桜3）、加澤　佳奈2）

1）岡山大学大学院 保健学研究科、2）岡山大学 学術研究院 保健学域、 
3） シミックソリューションズ株式会社ヘルスケアプロダクションカンパニー 

Co-Creation事業本部事業本部 Biz Dev

P2-21-02 ケアの意味を見つめる事例研究への対話型 AIの活用：試行と活用可能性
〇野口　麻衣子1）、山花　令子3）、仁昌寺　貴子2）、姉崎　沙緒里1）

1）東京医科歯科大学、2）日本赤十字看護大学、3）武蔵野大学

P2-21-03 遠距離介護における文献検討
〇渡辺　英子、谷山　牧
国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科

P2-21-04 講義・演習のDX化における学習動機の学年別比較と課題
〇相撲　佐希子1）、石井　成郎2）、澤野　弘明3）

1）修文大学看護学部看護学科、2）一宮研伸大学看護学部看護学科、 
3）愛知工業大学情報科学部情報科学科

P2-21-05 発達段階におけるヘルスリテラシーの現状と看護支援に関する文献レビュー
〇間明田　路子、吉岡　詠美
国際医療福祉大学小田原保健医療学部看護学科

P2-21-06 看護領域におけるGPT活用に関する文献レビュー
〇仁昌寺　貴子1）、姉崎　沙緒里2）、野口　麻衣子2）、山花　令子3）

1）日本赤十字看護大学、2）東京医科歯科大学、3）武蔵野大学

14：30～15：30　示説2-22　リハビリテーション看護

P2-22-01 重度脳卒中患者への日常生活援助の中で行う ADLを強化するための 
看護ケアの実施と関連
〇百田　武司1）、木下　真吾1）、横井　靖子2）、飯山　有紀3）

1）日本赤十字広島看護大学、2）名古屋市立大学、3）熊本保健科学大学

P2-22-02 回復期リハビリテーション病棟におけるチームアセスメントツール項目の作成
〇山崎　千寿子
東京医療保健大学医療保健学部看護学科
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P2-22-03 療養型病棟・介護保険施設看護職の摂食嚥下姿勢ケア・食事形態の実態調査
〇早川　貴司1）、阿部　久美1）、坂本　祐子2）

1）公立大学法人福島県立医科大学附属病院 看護部、 
2）公立大学法人福島県立医科大学 看護学部

P2-22-04 看護基礎教育におけるリハビリテーション看護学の専門性　第2報 
―教科書から見る「リハビリテーション看護学」―
〇岡本　明子
昭和大学保健医療学部看護学科

P2-22-05 介助者による模倣要介助者への移乗支援体験が要介助者の下肢荷重量と 
筋厚に与える影響
〇中野　聡太
九州看護福祉大学

P2-22-06 壮年期の脳血管疾患の人への看護支援・連携についての現状と課題 
―回復期病院の看護師に焦点を当てて―
〇竹山　美穂
東京家政大学健康科学部看護学科

P2-22-07 コアメンバーである看護師が排尿ケアチームの活動上で経験した困難と工夫
〇上山　真美
群馬県立県民健康科学大学


